
３
月

22
日
、

地
本
は
２
０

２
４
年
度
事
業
予
定
に
係
る
正

式
説
明
を
受
け
、
収
穫
量
、
製

品
生
産
量
、
立
木
販
売
、
森
林

整
備
量
（
新
植
、
下
刈
、
除
伐
、

保
育
間
伐
）
、
治
山
事
業
、
林

道
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
２
０

２
４
年
度
事
業
量
等
に
つ
い
て

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
の
事
業
収
入

は
、
総
額

23
・

75
億
円
（
前

年
度
比
１
０
１
％
）
を
計
画
し

て
い
ま
す
が
、
２
０
２
３
年
度

は
製
品
生
産
事
業
の
入
札
不
調

に
よ
る
生
産
量
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
予
定
収
入
額
を
確
保
で

き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
入
札

不
調
に
係
る
対
策
を
含
め
、
収

入
計
画
や
事
業
量
に
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
対
応
を
求
め
、
四

国
局
の
実
力
ベ
ー
ス
に
よ
る
事

業
実
行
と
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
確
認
し
て
い
ま
す
。

造
林
事
業
に
つ
い
て
は
、
更

新
に
係
る
作
業
を
優
先
し
た
予

算
措
置
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
確
実
な
更
新
が
図
ら
れ
る

よ
う
現
地
の
状
況
を
踏
ま
え
た

施
業
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
コ

ス
ト
削
減
の
み
を
前
提
と
し
た

画
一
的
な
施
業
は
行
わ
な
い
こ

と
、
事
業
実
行
に
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
対
応
す
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
間
伐
以
外
の
植
栽
や

下
刈
り
、
除
伐
等
に
係
る
全
国

統
一
の
標
準
功
程
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
林
野
庁
に

お
い
て
検
討
中
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
特
性
等
に

応
じ
た
補
正
を
講
じ
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
求
め
て
い

ま
す
。

林
道
、
治
山
事
業
に
つ
い
て

は
、
実
行
体
制
の
確
保
を
は
じ

め
、
林
道
の
維
持
修
繕
に
つ
い

て
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
契
約
に
よ

る
早
期
の
対
応
が
困
難
な
場
合

は
、
素
材
生
産
請
負
事
業
等
を

実
施
し
て
い
る
請
負
事
業
体
等

と
随
意
契
約
に
よ
り
対
応
が
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
、

そ
う
し
た
対
応
に
つ
い
て
、
署

（
所
）
へ
の
周
知
を
図
ら
せ
る

こ
と
な
ど
、
引
き
続
き
、
事
業

体
へ
の
負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い

対
応
に
つ
い
て
交
渉
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
本
と
し
て
は
、
事
業
予
定

に
係
る
予
算
の
確
保
、
実
行
体

制
に
係
る
課
題
な
ど
、
業
務
運

営
に
係
る
対
策
等
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
対
応
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
局
と
し
て
検
討
す

べ
き
課
題
は
引
き
続
き
検
討
し
、

林
野
庁
に
求
め
る
課
題
は
林
野

庁
へ
検
討
を
求
め
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
負

担
軽
減
、
職
場
環
境
の
改
善
に

向
け
た
具
体
的
な
対
策
を
講
じ

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
地
本
交

渉
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

３
月

22
日
、

地
本
は
３
月

６
日
に
提
出
し
た
「
２
０
２
４

新
賃
金
等
に
関
す
る
要
求
書
」

に
基
づ
く
交
渉
を
実
施
、
地
本

及
び
分
会
要
求
書
に
つ
い
て
は
、

林
野
庁
へ
上
申
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
要
求
を
踏
ま
え
、

局
当
局
と
し
て
人
事
院
四
国
事

務
局
へ
賃
金
等
改
善
要
望
を
行

う
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

地
本
と
し
て
は
、
例
年
８
月

の
人
事
院
勧
告
で
の
有
利
決
着

に
向
け
、
６
月
期
に
国
公
連
合

と
の
合
同
で
の
人
事
院
四
国
事

務
局
交
渉
を
実
施
す
る
な
ど
、

引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

交
渉
で
は
、
食
料
品
や
電
気
、

ガ
ソ
リ
ン
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
を
含
む
物
価
の
高
騰
が
続
く

中
、
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
で

推
移
す
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
生
活
改

善
に
結
び
つ
く
よ
う
全
世
代
で

の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、

ま
た
、
労
働
条
件
の
改
善
と
し

て
、
①
空
席
ポ
ス
ト
の
解
消
と

要
員
確
保
、
②
現
場
管
理
機
能

の
確
保
及
び
、
職
員
の
労
働
安

全
確
保
の
面
か
ら
、
期
間
業
務

職
員
の
雇
用
を
行
う
こ
と
、
③

再
任
用
職
員
の
一
時
金
、
各
種

手
当
等
の
改
善
、
④
単
身
赴
任

手
当
の
改
善
、
⑤
非
常
勤
職
員

の
格
付
賃
金
の
引
き
上
げ
、
年

次
休
暇
の
前
倒
し
付
与
な
ど
に

つ
い
て
求
め
ま
し
た
。

局
当
局
は
、
「
賃
金
、
諸
手

当
は
、
職
員
の
最
も
重
要
な
勤

務
条
件
と
認
識
し
て
お
り
、
組

合
要
求
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁

へ
上
申
す
る
」
「
職
員
の
年
齢

構
成
、
現
在
の
昇
任
・
昇
格
基

準
か
ら
空
席
ポ
ス
ト
等
の
解
消

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
引

き
続
き
、
四
国
局
の
実
情
を
林

野
庁
へ
伝
え
、
局
・
署
（
所
）

の

要

員

確

保

に

努

力

す

る

」

「
期
間
業
務
職
員
等
の
雇
用
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
す
る
」

「
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
、

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
及
び

賃
金
改
定
時
の
遡
及
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
林
野
庁
へ
上
申

す
る
」
な
ど
の
回
答
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地
本
は
、
当
局
回
答
を
踏
ま

え
、
改
め
て
、
全
世
代
で
の
賃

金
引
き
上
げ
を
図
る
こ
と
、
ま

た
、
定
年
の
段
階
的
引
き
上
げ

を
踏
ま
え
て

55
歳
超
の
昇
給

制
限
は
廃
止
す
る
こ
と
、
業
務

量
の
増
等
に
対
し
て
は
具
体
的

な
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と

を
求
め
、
継
続
し
て
議
論
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
再
任
用
制
度
に
つ
い

て
は
、
定
年
延
長
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、
現
行
の
制
度
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
手

当
や
宿
舎
問
題
等
の
労
働
条
件

の
改
善
に
向
け
、
引
き
続
き
、

人
事
院
四
国
事
務
局
交
渉
の
実

施
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
労
働
安
全
の

確
保
、
車
両
の
更
新
、
宿
舎
の

改
善
な
ど
の
職
場
環
境
の
改
善

に
向
け
て
は
、
必
要
な
予
算
を

確
保
し
改
善
を
求
め
て
お
り
、

改
め
て
地
本
団
体
交
渉
を
配
置

す
る
な
ど
、
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
す
。

第 190 号 2024 年 ４ 月 23 日（１）

発行所
高知市丸の内
一丁目３の30

全国林野関連労働組合
四 国 地 方 本 部
TEL821－2238
発行責任者
平松龍之典

2024 ／ ５ ／ 17

全国組織財政確率委員

会、全国書記長会議

（東京都）

2024 ／ ５ ／ 24

森林労連共済全国理事

会（東京都）

2024 ／ ６ ／ ９～10

2024森林労連中央行動

（東京都）

17
日
の
深
夜
に
愛
媛
県
と
高

知
県
で
震
度
６
弱
を
観
測
す
る

地
震
が
発
生
し
、
各
地
で
土
砂

崩
れ
や
水
道
菅
の
破
裂
な
ど
、

日
を
追
う
毎
に
被
害
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
今
年
に
入
り

震
度
６
以
上
を
観
測
し
た
地
震

は
能
登
半
島
に
続
き
２
カ
所
目
。

ま
た
、
震
度
５
弱
以
上
を
茨
城

県
南
部
な
ど
で
発
生
し
た
も
の

を
含
め
、

23
回
観
測
し
て
い
る

そ
う
だ
▼
今
回
の
地
震
の
震
源

地
に
近
い
、
四
国
電
力
伊
方
原

発
の
あ
る
愛
媛
県
伊
方
町
で
は

震
度
４
を
観
測
し
た
。
原
発
は

運
転
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、

機
器
に
不
具
合
が
生
じ
発
電
機

の
出
力
が
２
％
低
下
し
た
が
、

「
問
題
は
無
い
」
と
発
表
さ
れ

た
。
今
回
は
こ
の
程
度
で
済
ん

だ
が
、
震
度
７
な
ど
が
発
生
す

れ
ば
ど
う
な
る
か
、
考
え
た
く

も
な
い
▼
伊
方
原
発
は
、
佐
田

岬
半
島
に
あ
り
避
難
計
画
が
必

要
な

30
㎞
圏
内
に

11
万
人
が

居
住
し
て
い
る
。
県
な
ど
は
事

故
の
際
、
陸
路
の
他
に
港
か
ら

船
で
大
分
県
へ
の
避
難
も
想
定

し
て
い
る
様
だ
が
、
地
震
に
よ

り
道
が
寸
断
さ
れ
れ
ば
逃
げ
道

は
な
く
な
り
、
津
波
が
押
し
寄

せ
れ
ば
船
で
の
避
難
も
現
実
的

で
は
無
い
こ
と
は
目
に
見
え
て

い
る
▼
私
た
ち
も
災
害
に
備
え
、

防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備
や
避
難
経

路
の
確
認
を
求
め
ら
れ
る
が
、

福
島
で
起
き
た
原
発
事
故
な
ど

は
対
策
の
し
よ
う
が
な
い
。
ま

ず
は
国
民
の
こ
と
を
「
第
一
」

に
考
え
る
政
治
を
行
っ
て
ほ
し

い
。
も
し
ま
た
、
大
災
害
と
原

発
災
害
が
同
時
に
起
こ
っ
た
場

合
は
、
ま
た
『
想
定
外
』
で
済

ま
せ
る
の
か
。
（
の
り
）

◇
公
務
災
害
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
（
２
月

期
）
（
３
／
７
）

◇
２
０
２
４
年
度
四
国
森
林
管
理
局
職
員
の

保
健
及
び
安
全
保
持
に
つ
い
て
（
２
０
２

４
年
度
の
職
員
の
労
働
安
全
対
策
等
に
つ

い
て
）
（
３
／

21
）

◇
請
負
事
業
体
等
に
お
け
る
重
大
災
害
の
発

生
に
つ
い
て
（
九
州
局
）
（
３
／

26
）

◇
新
設
ポ
ス
ト
の
設
置
等
に
係
る
業
務
内
容

及
び
勤
務
条
件
に
つ
い
て
（

３
／

27
）

▲写真上：３月22日 2024年度事業予定説明（局大会議室）



【
木
村
通
信
員
・
青
女
委
】

4
月

20
日
、
「
２
０
２
４

地
本
女
性
集
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

今
回
の
女
性
集
会
は
、
①
お

互
い
の
生
活
・
職
場
実
態
の
交

流
、
②
今
後
の
女
性
間
の
交
流

へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
、
③
女
性

の
実
態
や
思
い
を
青
年
女
性
委

員
会
全
体
で
考
え
合
う
こ
と
の

３
点
を
柱
に
、
女
性
間
の
交
流

と
青
年
女
性
委
員
会
全
体
の
連

帯
強
化
・
発
展
を
図
っ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
と
か
ら
、

性
別
を
限
定
せ
ず
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
各
分
会
か
ら
新

規
採
用
者
５
人
を
含
む

17
人

の
青
年
女
性
委
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

西
島
園
芸
団
地
で
集
合
し
、

荒

牧

青

年

女

性

委

員

長

か

ら

「
み
な
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た

だ
い
た
こ
と
で
こ
の
集
会
は
す

で
に
半
分
成
功
で
す
」
と
開
会

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
し
た
後
、
い
ち
ご

を
狩
り
な
が
ら
組
合
員
同
士
で

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

い
ち
ご
の
た
め
に
昼
食
を
抜

い
て
く
る
猛
者
も
い
ま
し
た
が
、

狩
り
終
え
た
人
か
ら
併
設
の
カ

フ
ェ
に
移
動
し
名
物
の
「
メ
ロ

ン
の
し
っ
ぽ
」
等
ス
イ
ー
ツ
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
曇
り
が
ち
の
お
天
気
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
季
節
の
花
が

咲
き
乱
れ
る
温
室
内
で
の
交
流

で
参
加
者
同
士
の
距
離
が
近
づ

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
局
に
て
男
女
別
室

に
分
か
れ
分
散
会
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
・
生
活
実
態

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

先
輩
組
合
員
が
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
年
休
や
育
休
な
ど
の
各
種

制
度
の
話
を
交
え
な
が
ら
、
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
普
段

話
す
こ
と
の
な
い
他
分
会
の
同

世
代
の
方
と
交
流
で
き
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
女
性
参
加
者
か
ら
は

「
女
性
特
有
の
話
題
や
休
暇
制

度
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

有
意
義
だ
っ
た
」
「
女
性
同
士

で
話
し
や
す
か
っ
た
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
職
場
で
は
、
女
性

の
採
用
者
は
増
え
て
い
る
も
の

の
、
全
体
に
占
め
る
女
性
の
割

合
は
少
な
く
、
森
林
・
林
業
の

現
場
の
特
殊
性
も
あ
る
中
で
、

女
性
職
員
の
働
き
や
す
い
職
場

と
は
未
だ
な
っ
て
い
な
い
と
言

え
ま
す
。
今
後
も
交
流
や
意
見

交
換
を
通
し
て
悩
み
や
課
題
の

解
決
を
行
い
、
女
性
も
男
性
も

働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
、

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

地
本
は
、
２
０
２
４
年
度
の

新
規
採
用
者
を
中
心
と
す
る
組

織
化
に
向
け
、

３
月

25
日
に

組
織
化
対
策
会
議
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

を
開
催
し
、
全
分
会
で
組
織
拡

大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

四
国
局
の
２
０
２
４
年
度
の

採
用
者
に
つ
い
て
は
、
新
卒
採

用
者

11
人
、

選
考
採
用
者
５

人
の
計

16
人
と
な
っ
て
お
り
、

新
卒
採
用
者
に
つ
い
て
は
、
配

置
さ
れ
た
部
署
の
分
会
に
お
い

て
、
本
部
及
び
地
本
で
作
成
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
労
働
組
合
の
意
義
・

役
割
、
林
野
労
組
の
取
り
組
み

の
成
果
等
を
中
心
に
説
明
を
行

い
、
加
入
要
請
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
年
齢
の
近
い
若

手
組
合
員
に
同
席
し
て
も
ら
い
、

組
合
に
加
入
し
て
良
か
っ
た
事

な
ど
を
伝
え
な
が
ら
、
一
緒
に

活
動
し
よ
う
と
呼
び
か
け
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

現

在

ま

で

に

、

新

規

採

用

者

11
人
全
員
が
新
た
に
林
野
労

組
の
仲
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
選
考
採
用
者
に
対
し

て
は
、
局
分
会
と
合
同
で
組
合

説
明
会
を
実
施
し
、
加
入
に
向

け
た
取
組
を
継
続
し
て
き
た
中

で
４
人
が
林
野
労
組
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
日
常

的
な
関
わ
り
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
林
野
労
組
へ
の
加
入
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
暫
定
度
再
任

用
に
関
す
る
意
向
調
査
の
実
施

に
つ
い
て
、
本
部
整
理
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

意
向
調
査
の
対
象
者
に
つ
い

て
は
、
①
２
０
２
４
年
度
定
年

退
職
者
、
②
２
０
２
０
～
２
０

２
２
年
度
定
年
退
職
者
で
、
２

０
２
４
年
度
に
暫
定
再
任
用
さ

れ
て
い
る
者
、
③
２
０
２
４
年

度
末
に
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
の
任
期
が
満
了
す
る
者
と

し
、
対
象
者
へ
林
野
庁
が
検
討

し
て
い
る
勤
務
条
件
等
の
説
明

を
行
い
意
向
把
握
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。

な
お
、

今
年
度

60
歳
に
達

す
る
職
員
へ
の

60
歳
以
降
の

勤
務
意
思
の
確
認
（
定
年
延
長

に
よ
る
常
勤
職
員
、
定
年
前
短

時
間
再
任
用
等
の
意
思
確
認
）

に
つ
い
て
は
、

今
年
度

59
歳

に
達
す
る
職
員
へ
の
定
年
引
上

げ
に
係
る
情
報
提
供
・
勤
務
意

思
の
確
認
と
あ
わ
せ
て
、
改
め

て
本
部
整
理
が
図
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
本
は
、
２
０
２
５
年
度
暫

定
再
任
用
に
関
す
る
意
向
調
査

に
つ
い
て
地
本
整
理
を
図
り
、

分
会
へ
説
明
後
、
対
象
職
員
へ

の
意
向
確
認
を
行
わ
せ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

な
お
、
２
０
２
５
年
度
暫
定

再
任
用
の
制
度
設
計
に
あ
た
っ

て
も
、
希
望
ど
お
り
の
再
任
用

と
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
現
場

系
再
任
用
の
適
用
俸
給
表
に
つ

い
て
は
、
全
て
行
（
二
）
３
級

の
適
用
と
す
る
こ
と
や
、
事
務

系
５
年
目
の
行
（
一
）
３
級
の

適
用
に
つ
い
て
林
野
庁
対
応
を

求
め
、
地
本
か
ら
の
制
度
改
善

に
向
け
た
要
求
に
つ
い
て
は
、

林
野
庁
へ
意
見
反
映
さ
せ
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
本
部
と
連
携
し

再
任
用
制
度
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

停
戦
・
ロ
シ
ア
軍
の
撤
退
の
動
き
は
見
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
ガ
ザ
侵
攻
は
何
の
罪
も
な
い
パ
レ
ス

チ
ナ
難
民
が
そ
の
犠
牲
と
な
っ
て
お
り
、
一
刻
も
早
く
国
際
社

会
が
一
致
し
て
停
戦
を
実
現
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
乗
じ
て
改
憲
勢
力
は
、
核
兵
器
の
保
有
や

憲
法
９
条
を
含
む
憲
法
改
「
正
」
に
向
け
た
動
き
を
強
め
て
お

り
、
改
憲
阻
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
集
会
と
し
て

「
憲
法
施
行

77
周
年
県
民
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
・
４
月

28
日
（
日
）

14
時
～
（
開
場

13
時
～
）

メ
イ
ン
会
場

高
知
市
・
か
る
ぽ
ー
と
１
階
大
ホ
ー
ル

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
視
聴
）

①
安
芸
会
場

「
安
芸
教
育
会
館
」

②
香
美
会
場

「
香
美
教
育
会
館
」

③
四
万
十
会
場
「
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

【
林
写
協
四
国
・
森
昭
人
（
局
分
会
）
】

「
猪
伏
の
大
ト
チ
」
は
、
四
国
カ
ル
ス
ト
・
五

段
高
原
の
中
に
あ
る
国
有
林
に
あ
り
ま
す
。

ト
チ
の
巨
木
の
幹
周
り
は
６
．
２
６
ｍ
、
樹
高

30
ｍ
で
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
も
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
遊
歩
道
を

40
分
ぐ
ら
い
進
む
と
小
さ

な
平
地
が
広
が
り
、
そ
こ
に
巨
大
な
古
木
が
そ
び

え
立
っ
て
い
ま
す
。
途
中
に
は
「
白
亜
の
湧
水
」

と
呼
ば
れ
る
澄
ん
だ
湧
き
水
や
、
「
ケ
ヤ
キ
平
」

と
呼
ば
れ
る
ケ
ヤ
キ
の
群
生
地
も
あ
り
ま
す
。

上
の
写
真
は
、
新
緑
の
中
で
撮
影
し
た
一
枚
。


